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論文内容の要 ~ 
田

固体水素の縦核緩和にかかわるスペクトノレ密度を高温極限かっ，オノレソ水素が一様に分布して

いるとして， 4 次のモーメントまで考慮して計算を行なった。モーメントの計算はテンソノレ代数

を用いることによって系統的にかつ容易に行なえることを示した。分子間相互作用は電気回重極

子一四重極子相互作用を仮定した。オノレソ濃度が高い範囲ではスペクトノレ密度関数はガウス近似

を用いたものよりかなりずれており，ガウス近似よりもおよそ10;;ぢ短い縦緩和時間が得られた。

乙れは Amustutz たちの実験に符合している。我々の理論を用いて彼等の実験値より得られる

電気回重極子一四重極子相互作用の相互作用係数F は 0.81 0K で，稀薄オノレソ水素中のオノレソ・

ペアの NMR スベクトノレ (0. 82 0K)，比熱 (0.80 0K) および圧力の温度変化 (0.82 0K) より得

られる F と矛盾しない値を与える。

論文の審査結果の要旨

固体水素の核磁気緩和はオ jレソ水素分子問の電気 4 極子相互作用できまる 1 階および 2 階テン

ソノレ演算子の時間相関関数のスペクトノレ密度の評価に帰せられるが，それを在来の理論では 2 次

モーメントの評価に基づく Gauss 形で近似していた。 4 次モーメント補正は 1 階テンソノレ量の

スペクトノレ密度に余り影響を与えないが， 2 階テンソノレ量のそれはかなりの narrowing を受け

ることがこの論文で明らかになった。結果は相互作用定数の推定値を10%以上増加させ，他の実

験とのよい一致にみちびく。オ Jレソ水素分子聞の異方性相互作用がテンソノレ型のため取り扱いが

複雑であったが，乙の論文ではテンソノレ代数を駆使して簡明な定式化がなされ，緩和時間の温度

変化，角度依存性にかかわる結果も与えられている。
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